
新
宮
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彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
６
５
回 

 

持
経
宿
・
平
治
宿
の
迎
春
準
備
と
証
誠
無
漏
岳
南
の
倒
木
処
理 

 

◇
実
施
日 

 

１
１
月
２
６
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
阪
口
雄
二
、
大
森
洋
、
畑
林
秀
味
、

湯
川
一
郎
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
上
村
和
美
、
梶
野
照
雄
、

西
克
、
瀧
本
昭
太
郎
、
由
井
洋
三
、
山
口
康
宏
、
塩
川
真
武
、

今
中
三
恵
子 

 
１
６
名 

 

「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
言
わ
れ
る
が
、
年
を
重
ね
る
ほ
ど
矢
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
感
じ
ら
れ
る
。
今
年
も
迎
春
準
備
作
業
の
時
期
と
な
っ
た
。 

 

持
経
宿
・
平
治
宿
の
準
備
を
済
ま
せ
、
行
仙
宿
で
締
め
く
く
る
の
が
例
年
の

事
な
の
で
、
今
年
も
持
経
宿
・
平
治
宿
か
ら
着
手
す
る
が
、
池
郷
林
道
の
通
行

が
気
に
な
る
。
工
事
に
よ
る
通
行
規
制
も
あ
っ
て
下
見
に
も
行
け
ず
、
情
報
も

入
っ
て
こ
な
い
。
１
１
月
２
６
日
、
路
面
状
況
に
よ
っ
て
は
途
中
か
ら
歩
く
事

も
視
野
に
、
ぶ
っ
つ
け
で
実
行
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

事
前
の
準
備
や
皆
さ
ん
へ
の
呼
び
か
け
、
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
結
果
１
６

名
の
大
人
数
が
参
加
し
て
下
さ
っ
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
。
久
々
の
塩
川
君
や

今
中
さ
ん
か
ら
も
参
加
の
連
絡
を
頂
い
た
。 

 

当
日
の
朝
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
に
集
合
。
通
常
は
持
経
宿
・
平
治
宿
小

屋
の
清
掃
や
お
正
月
飾
り
の
取
り
付
け
、
千
年
桧
の
注
連
縄
交
換
で
あ
る
が
、

今
回
は
登
山
者
か
ら
の
情
報
で
、
証
誠
無
漏
岳
手
前
に
大
き
な
倒
木
が
あ
り
道

を
塞
い
で
い
る
こ
と
が
判
り
、
梶
野
、
瀧
本
、
塩
川
の
３
名
が
倒
木
の
処
理
に

向
か
う
こ
と
に
し
た
。 

 

駐
車
場
で
参
加
の
お
礼
や
本
日
の
予
定
な
ど
を
説
明
し
、
４
車
で
持
経
宿
に

向
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

ハ
シ
ゴ
を
運
ぶ 

 
 
 

 
 

注
連
縄
交
換 

 
 
 
 

 
 

料
金
回
収 

林
道
ゲ
ー
ト
ま
で
は
落
石
も
ほ
ぼ
無
く
、
一
度
も
車
を
停
め
る
こ
と
な
く
ス
ム

ー
ズ
に
着
い
た
。
ゲ
ー
ト
か
ら
先
も
路
面
状
況
は
１
０
月
１
日
に
通
っ
た
時
と

ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
特
段
荒
れ
て
い
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。 

し
か
し
、
落
石
は
一
つ
二
つ
と
落
ち
て
い
る
し
、
石
以
上
に
多
か
っ
た
の
が
折

れ
た
枝
だ
っ
た
。
１
０
回
位
車
を
停
め
て
排
除
し
、
１
時
間
１
５
分
で
持
経
宿

に
着
い
た
。
今
日
は
西
さ
ん
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
提
供
し
て
頂
い
た
の
で
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
荷
物
を
積
載
で
き
た
の
で
大
助
か
り
だ
っ
た
。 

 
持
参
し
た
荷
物
を
小
屋
前
に
集
め
出
発
準
備
、
大
江
さ
ん
親
子
と
湯
川
君
の

３
名
が
持
経
宿
に
残
り
、
小
屋
、
お
堂
と
千
年
桧
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
。 

平
治
宿
組
の
１
０
名
が
ハ
シ
ゴ
を
持
っ
て
出
発
。
同
時
に
倒
木
処
理
班
も
歩
き

だ
し
た
。
持
経
宿
か
ら
平
治
宿
ま
で
の
一
時
間
歩
く
の
が
好
き
だ
。
殆
ど
の
木

が
葉
を
落
と
し
、
見
通
し
も
よ
く
大
峯
ら
し
い
趣
が
あ
っ
て
癒
さ
れ
る
。 



午
前
１
１
時
過
ぎ
平
治
宿
に
着
く
。
道
中
の
奥
駈
道
に
異
常
は
無
い
。 

そ
れ
ぞ
れ
作
業
を
分
担
、
阪
口
、
由
井
は
水
場
へ
。
上
村
、
今
中
の
２
名
で
小

屋
内
の
清
掃
と
雑
巾
が
け
。
畑
林
は
窓
拭
き
、
児
嶋
、
西
で
煙
突
の
煤
掃
除
。

山
口
、
大
森
は
雨
水
槽
の
水
抜
き
を
、
と
大
勢
な
の
で
進
行
は
早
い
。
４
０
分

位
で
作
業
終
了
し
、
注
連
縄
と
餅
を
供
え
昼
食
に
し
た
。 

 
 

 
 

 

中
又
尾
根
で
休
む 

 
 

 
 

祠
も
き
れ
い
に 

 
 
 

 

本
日
の
参
加
者 

水
場
に
も
問
題
は
無
か
っ
た
し
、
煙
突
の
煤
も
殆
ど
溜
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

課
題
、
宿
題
は
無
い
が
、
来
年
村
吉
さ
ん
が
ト
イ
レ
の
排
水
溝
を
改
修
す
る
よ

う
だ
し
、
屋
根
の
サ
ビ
も
目
立
っ
て
き
た
の
で
ペ
ン
キ
塗
り
が
必
要
だ
ろ
う
。 

 

帰
路
通
過
し
た
千
年
桧
と
祠
も
き
れ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
午
後
一

時
半
前
に
持
経
宿
に
戻
っ
た
。
倒
木
処
理
班
も
少
し
前
に
戻
っ
て
い
た
。 

倒
木
は
持
経
宿
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
時
間
、
証
誠
無
漏
岳
に
登
り
だ
す
所
で
、
根

元
の
直
径
が
３
５
㎝
ほ
ど
の
栂
で
、
高
さ
２
ｍ
の
所
で
折
れ
て
い
た
。
西
側
は

斜
面
が
急
な
の
と
枝
が
多
く
て
迂
回
で
き
ず
、
東
側
に
踏
み
跡
が
残
っ
て
い
た
。 

３
５
分
で
処
理
を
終
え
た
そ
う
だ
。 

 

 
 

 
 

 

倒
木
現
場 

 
 

 
 
 

 
 

切
断
中 

 
 
 

 
 
 

 

処
理
完
了 

 

持
経
宿
の
大
江
さ
ん
、
湯
川
君
は
雨
水
槽
と
ト
イ
レ
の
掃
除
中
で
、
皆
で
手

伝
っ
た
。 

 

 
 

 
 

 

お
堂
の
清
掃 

 
 
 
 

 
 

樋
の
掃
除 

 
 

 
 
 

 

雨
水
槽
を
掃
除 



水
場
の
点
検
に
行
く
者
や
屋
根
に
登
っ
て
樋
掃
除
を
す
る
者
、
水
槽
の
水
抜
き

や
後
片
付
け
な
ど
を
分
担
し
て
行
い
、
午
後
２
時
過
ぎ
に
予
定
し
た
作
業
を
完

了
し
た
。
午
後
２
時
に
湯
川
、
児
嶋
の
２
名
が
先
行
下
山
し
、
戸
締
り
の
確
認

後
下
山
し
た
。
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

水
場
の
点
検 

 
 
 
 

 
 

石
ヤ
塔 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
帰
着 

 

平
治
宿
小
屋
屋
根
の
ペ
ン
キ
塗
り
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
課
題
が
見
つ
か

っ
た
。 

◎ 

千
年
桧
祠
の
扉
と
そ
れ
を
支
え
る
柱
が
腐
食
し
、
丁
番
が
緩
ん
で
き
て
い

る
。 

◎ 

持
経
宿
の
不
動
堂
正
面
の
押
入
れ
風
物
置
の
中
の
カ
ビ
が
尋
常
で
な
い
。

何
ら
か
の
対
策
が
必
要 

◎ 

持
経
宿
の
雨
水
槽
２
つ
の
内
右
側
は
全
く
利
用
が
な
い
の
で
不
要
と
思

わ
れ
る
。
左
側
も
排
水
が
悪
く
、
取
替
、
廃
棄
を
含
め
た
検
討
が
必
要
。 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場08

：30

→09

：45

持
経
宿
→11

：20

平
治
宿12

：2
2

→13

：20

持
経
宿14

：18

→15

：20

ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場 

 


